
2026年度　家畜衛生・公衆衛生実習  プログラム

項目 ご担当者の記入欄

1. 実習概要 

実習機関・自治体名称 新潟県福祉保健部生活衛生課（公衆衛生コース）

コース スタンダード編

受入期間 8月1日から8月31 日の間で3日間、2月1日から2月28日の間で3日間

受入人数 最大３名

受入条件(または優先事項)

その他必要な資格

実施場所1名称 新発田地域振興局健康福祉環境部（新発田保健所）生活衛生課

所在地 新潟県新発田市豊町3丁目3-2

実施場所2名称 新発田食肉衛生検査センター

所在地 新潟県新発田市奥山新保430

実施場所3名称 下越動物保護管理センター

所在地 新潟県新発田市奥山新保430

実施場所4名称

所在地

実施場所5名称

所在地

実 習 開 始 日 の

集合日時／場

9:00までに新発田地域振興局健康福祉環境部（新発田保健所）生活

衛生課に来てください。

集 合 場 所 ま で

の ア ク セ ス 方

法

新発田地域振興局は、JR新発田駅から徒歩で地下道を通り約15分で

す。

新発田食肉衛生検査センターおよび下越動物保護管理センターは、JR

新発田駅からバス（川東コミュニティバス市街地循環外回りで「新栄

町2丁目」まで24分）と徒歩（約10分）で約35分です。国道７号線

沿いの「ホテルルートイン新発田インター」からは徒歩で約15分で

す。

2.実習内容

実 習 プ ロ グ ラ

ム詳細
概要説明

1日目は新発田保健所生活衛生課での実習です。

獣医師が関わっている保健所業務全般の説明の後、HACCPによる食

品衛生管理のワークを体験していただき、午後からは、食品製造施設

監視を体験していただきます。

2日目と3日目は新発田食肉衛生検査センターと下越動物保護管理セ

ンターでの実習です。

食肉衛生検査センターでは、食肉衛生業務及びHACCPによる衛生管

理について説明した後、現場で豚のと畜検査と食鳥検査、併せて

HACCPに基づく衛生管理と指導についても研修します。

動物保護管理センターでは、犬猫の殺処分数削減に向け、譲渡数向上

のための犬猫の飼養管理について、さらに動物愛護普及啓発について

研修します。

3日間を通して、獣医師が担う公衆衛生行政全般を体験することがで

きます。

1日目 場所 新発田地域振興局健康福祉環境部（新発田保健所）生活衛生課

午前
①VPcampオリエンテーション、保健所生活衛生業務の概要説明

②食品衛生講義：HACCPによる衛生管理について

午後 ③食品製造施設監視見学

2日目 場所 新発田食肉衛生検査センター

午前
①オリエンテーション、業務説明（と畜検査等）

②と畜場見学・と畜検査実習

午後
③と畜場併設食肉処理施設見学・衛生指導実習

④試験室検査実習

3日目 場所 新発田食肉衛生検査センター

午前

⑤食鳥関係業務説明

⑥食鳥処理場見学・食鳥検査実習・衛生指導実習

⑦総括

午後
下越動物保護管理センター

動物愛護管理業務見学

4日目 場所

午前

午後

5日目 場所

午前

午後

注意事項

実習窓口担当者氏名 金子 未央

担当課 新潟県福祉保健部生活衛生課　動物愛護・衛生係

電話 025-280-5206

メールアドレス ngt040250@pref.niigata.lg.jp

3.受入決定後

の連絡先


